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（人工膝関節全置換術において矢状面での大腿骨骨切り誤差により切骨面の前後径のサ

イジングが変化する）
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論文内容の要 ヒ：：：.
日

人工膝関節全置換術（TKA）において、人工関節のアライメントとサイズは、長期生存を達成する

ための重要な因子である。コンポーネントのサイズを決めるために 2Dもしくは 3Dプランニングが

提唱されているが、術前のフランニング通りに正確に骨切りを行うことは困難なことがある。大腿

骨遠位の矢状面におけるアライメントが、骨の前後径やサイズに影響するかどうかは明らかでない。

大腿骨遠位を伸展位で切った場合に骨切りされた大腿骨遠位の前後径は増加するのか、屈曲位で

切った場合に前後径は減少するのか、について検証した。

100膝を対象に、 3Dイメージングソフトウェアを用いて評価した。解剖軸に対して垂直に大腿骨コ

ンポーネントを設置した際の切骨面の前後径を計測した。この計測を、 3。、 50屈曲位、 30、50伸展

位で大腿骨遠位の骨切りを計画した場合にも繰り返し行った。

30、50伸展位で、切骨面の前後径はそれぞれ 2mm、3mm増加した。 30、50屈曲位で、切骨面の前後

径はそれぞれ 2mm、3mm減少した。

我々のデータから、少なくとも 30伸展位あるいは屈曲位で骨切りを行った場合、大腿骨コンポー

ネントのサイズが大きくなるもしくは小さくなることが示唆された。


